
本号の特集にあたって
逆問題は結果から原因を推定する方法であり，理工学分野において逆問題・逆解析は古くから

数多くの手法が提案されています。近年の地盤工学においては，地震観測記録に基づく震源メカ

ニズムの推定や長期の観測に基づく地盤沈下の評価などに利用される例が見られ，構造物の設計

や施工管理に応用されています。近年のコンピュータ技術の発展に伴って，昔では考えられない

ほどの大規模な計算が可能となってきており，逆解析に基づく地盤物性評価の適用範囲は日々拡

大しています。

仕様規定型から信頼性設計に基づく性能規定型の設計への移行が叫ばれ続ける中で，不確定性

が多く含まれる地盤に対して最適な構造物を設計・施工するためには，逆解析とデータ同化を如

何に上手く現場に展開させるかが重要になるものと思われます。そこで，地盤工学における逆解

析とデータ同化について，最先端の技術を紹介する特集を企画しました。

総説では，データ同化／逆解析の発展の概略を説明すると共に，地盤工学問題として今後の研

究進展の余地を執筆されております。論説では，大規模な数値モデルに適用できる非逐次型の 4
次元変分法を用いた不確実性評価法について執筆頂きました。5 編の報告では，スパースモデリ

ングの地盤工学への適用例，粒子フィルタを用いた浸透解析モデルのデータ同化の事例，不均質

地盤における地下水モデルの数値逆解析法，スペクトルインバージョンによる地震基盤～地表の

サイト増幅特性の評価事例，二次元の圧密試験に対する逆解析事例といった，多岐に渡る内容を

執筆頂きました。

本特集を通じて，逆問題とデータ同化の利点や今後の発展への期待をお伝えできれば幸いです。

本特集号が読者の皆様にとって有益なものとなることを願っております。
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